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１－１ 令和３年度における年金制度に関する周知・広報の主な取組み
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令和２年改正年金法の周知

学生と厚生労働省（年金局）職
員が年金をテーマに語り合うこ
とを通じて、学生が年金につい
て考えるきっかけにするととも
に、学生からの意見や指摘を今
後の年金行政に活かす。

1

若年世代向け学習教材の開発

２ Webアプリの開発

３ 若年世代向け参加型広報４

■ 「学生との年金対話集会」

■ 年金広報コンテスト

次代を担う若い世代と一緒に年
金について考えることを目的に
「令和の年金広報コンテスト」
を開催。

■ 「社会保険適用拡大特設サイト」を活用し、イン
ターネットでの情報発信や、業界団体と連携した
普及・啓発、「専門家活用支援事業」などを行う。

■ 令和２年度に制作した「年金のひみつ」や「クイズ
動画」を活用して広報を実施する。令和３年度は、中
高生向け学習教材（オンライン）の開発を行う。

■ 個々人の年金を「見える化」するため、令和３年度前半
にWebアプリの試作版を開発し、年度後半にテスト（実証
実験）を行う。なお、運用開始は令和４年４月（予定）。

＜大臣賞受賞作品＞
ポスター部門

オンラインを活用した
学生との対話集会

＜ガイドブック＞＜特設サイト＞

小学生向け 中高生向け 大学生向け～

■ 年金のひみつ
（令和２年度制作）

■ クイズ動画（令和２年度制作）

■ 財政検証ＨＰ改訂■ 中高生向け学習教材

■「学生との対話集会」

令和３年度制作予定

（令和２年度制作）



■WEB専用学習まんが『年金のひみつ』
https://kids.gakken.co.jp/himitsu/library-social001/

・公開日 : 2021年3月24日
※同日付で（株）学研プラスより全国2万校

の小学校宛てにDMを発送。

・閲覧回数 : 2.3万回（6月21日時点）

☞ 公開と春休みが重なったこともあり、最初の2週間の閲
覧件数が多くなっている。
また、5月のGWや6月の年金広報コンテストの募集開始

の際も増加傾向にあることから、夏休みのような長期の休
暇には大幅な増加が見込まれる。
今後は書籍化（製本）し、全国の小学校（2万校）に順

次配本する予定。
また、中高生向けモデル授業の教材として使用していく。

１－２ 年金教育動画及び年金教育図書の公開後の数値実績

■年金について日本一わかりやすく説明しよう
と思ったらこうなった
https://www.youtube.com/watch?v=KrKPt05Jsvk

・公開日 : 2021年3月24日

・視聴回数 : 59万回（6月21日時点）

・高評価率 : 98.8%

〈主なコメント〉
・こーゆー案件、どんどんください！すっっっごく勉強になり
ます。

・22歳です。中学生くらいから見たかったな。
・若年層に人気あるＱＫがこういう動画をしっかりした提供で
出してくれるの本当に大事！

・これをきっかけに若い子たちが興味を持てるといなと思う。
・これ、学校の授業で流して欲しい。

☞ 今後は、学生との年金対話集会や中高生向けモデル授業
等において周知をしていく。

https://kids.gakken.co.jp/himitsu/library-social001/
https://www.youtube.com/watch?v=KrKPt05Jsvk


○令和２年度に制作した「年金のひみつ」や「クイズ動画」を活用した「モデル授業」
を、高校や中学校において試験的に実施。

○「モデル授業」を通じて教育現場に身を置く教員や学生の方々から意見を伺いなが
ら、得られた知見を教材の開発に活用する。

○開発するコンテンツは、中高生が年金制度を「楽しく」「わかりやすく」身につける
ことができるような内容とする。また、年金対話集会においても、参加した生徒が自
ら進んで年金クイズ動画や年金マンガ、年金ポータルを視聴したり、年金広報コンテ
ストに応募するといった、自然と年金に興味を持つ契機を得られるような内容とする。

２－１ 中高生向け学習教材の開発等

わたしの年金とみんなの年金

小学生向け 中高生向け 大学生向け～

■ 年金のひみつ ■ クイズ動画

■ 中高生向け学習教材

■「学生との対話集会」■「学生との対話集会」



２－２ 令和３年度学生との年金対話集会
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■ 趣旨

学生と厚生労働省（年金局）職員が年金をテーマに語り合うことを通じて、学生が年金に

ついて考えるきっかけにするとともに、学生からの意見や指摘を今後の年金行政に活かす。

■ 概要

・ 全国各地の大学などで開催（対面開催、オンライン開催）

・ 年金制度の説明を行った後、座談会形式で年金をテーマに学生と職員が意見交換

・ 開催後、厚生労働省ホームページや大学・市町村の広報誌等で様子を公表

■ 実施期間

・令和３年４月１日（木）～令和４年３月31日（木）約20校での開催を予定

■ 開催実績
（令和２年度：９校）

１０月３０日 東北大学

１１月１３日 帝京大学

１１月１７日 熊本大学

１２月 ４日 福岡大学

１２月 ９日 愛知県立大学

１２月１１日 高崎経済大学

１２月２２日 東北公益文科大学

１月１２日 成城大学

１月１９日 横浜国立大学

（令和元年度：６校）

５月１２日 愛知県立大学

７月２５日 北海道大学

７月３０日 東北公益文科大学

９月２５日 県立広島大学

１０月 ３日 帝京大学

１０月 ８日 大妻女子大学短期大学部


